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さ
か
ふ
ね
い
し

奈
良
・酒
船
石
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関
　
　
明
日
香
村
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
一
・
一
一　
西
光
慎
治

遺
跡
の
種
類
　
一　
宮
殿
関
連
遺
跡
、
二
　
自
然
流
路

遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
奈
良
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
第

一
九
次
調
査 奈

良
県
高
市
郡
明
日
香
村
岡

一　

二
〇
〇
二
年

（平
１４
）
四
月
―
七
月

一
一　
二
〇
〇
三
年
二
月
１
三
月酒

船
石
遺
跡
は
、
多
武
峯
か

ら
西
に
伸
び
る
低
位
丘
陵
の
先

端
に
位
置
す
る
。
丘
陵
上
に
は

岡
の
酒
船
石
が
存
在
し
、
北
の

谷
筋
で
は
亀
形
石
造
物
を
中
心

と
し
た
導
水
施
設
が
み
つ
か
っ

て
い
る

（第

一
二
・
〓
二
次
調

査
）。
丘
陵
斜
面
に
は
砂
岩
な

ど
で
造
ら
れ
た
石
垣
や
石
列
が

四
重
に
め
ぐ
り

（第
一
二
二
次
調
査
）、
丘
陵
西
裾
部
分
に
は
大
型
の
掘
立
柱
建

物
や
石
敷
、
南
北
の
石
組
溝
な
ど
が
存
在
す
る

（第
九
・
一
〇
。
一
五
次
調
査
）。

今
回
の
調
査
は
天
理
教
岡
大
教
会
の
改
築
に
伴
う
も
の
で
、
面
積
は
約
人
○

○
ポ
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
四
条
の
南
北
石
組
溝
と
砂
岩
区
画
で
あ
る
。

溝
①
ｌ
③
は
飛
鳥
宮
東
辺
の
基
幹
排
水
路
で
あ
り
、
七
世
紀
か
ら
人
世
紀
に

か
け
て
①
②
①
の
順
に
変
遷
し
た
。
こ
れ
ら
の
石
組
溝
は
酒
船
石
遺
跡
第
九

・

一
〇

。
一
五

。
一
人
次
調
査
で
検
出
し
た
溝
の
延
長
部
に
あ
た
り
、
ま
た
飛
鳥

寺
南
方
遺
跡

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、　
一
九
九
二
年
）
や
飛
鳥
京
跡
第

一
五
〇

次
調
査

（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
で
検
出
さ
れ
た
溝
と
も

一
連
の
可
能
性
が
高
い
。
溝
①

（七
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
）
は
幅

一
・
人
１
二

・

五
ｍ
深
さ
○

・
三
―

一
ｍ
の
石
組
溝
。
側
石
と
し
て
約

一
ｍ
の
石
材
を
二
、
三

段
積
み
上
げ
、
底
に
は
余
大
の
川
原
石
を
敷
き
詰
め
る
。
溝
②

（七
世
紀
後
半

か
ら
八
世
紀
初
頭
）
は
溝
①
を
改
修
し
た
石
組
溝
で
、
幅

一
・
三
ｍ
深
さ
○

・

六
ｍ
。
東
側
石
は
溝
①
の
東
側
石
の
西
側
に
新
設
さ
れ
、
溝
①
よ
り
も
小
型
の

花
尚
岩
を
四
な
い
し
六
段
に
積
み
上
げ
、
部
分
的
に
砂
岩
切
石
も
転
用
す
る
。

西
側
石
は
下
か
ら

一
段
分
ま
で
は
溝
①
の
西
側
石
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
上
部

二
、
三
段
分
は
新
た
に
三
〇
―
六
〇
ｃｍ
大
の
花
尚
岩
を
積
み
直
す
。
溝
③

（八

世
紀
前
半
）
は
溝
②
の
西
側
に
新
設
さ
れ
た
石
組
溝
で
あ
る
。
側
石
と
し
て
三

〇
―
六
〇
伽
大
の
花
尚
岩
を
四
、
五
段
に
積
み
上
げ
る
が
、
溝
①

・
溝
②
と
比

べ
て
乱
雑
で
あ
る
。
こ
の
構
は
調
査
区
北
端
で
溝
②
に
合
流
し
て
北
流
し
、
そ

の
下
流
の
第

一
〇
次
調
査
区
か
ら
は
、
霊
亀
二
年

（七
三
◆

の
荷
札
木
簡
が
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出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
〇
号
）。
ま
た
溝
①
の
東
側
に
は
、
幅
○

・
四
ｍ
深

さ
○

・
二
ｍ
の
南
北
方
向
の
石
組
小
溝
が
存
在
し
、
側
石
に
人
頭
大
の
川
原
石

を
用
い
て
い
る
。
砂
岩
区
画
は
溝
②
の
東
岸
に
あ
り
、
長
さ
二

・
五
ｍ
幅
Ｏ

。

三
ｍ
で
、
コ
字
形
を
呈
す
る
。
水
辺
に
伴
う
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

主
な
出
土
遺
物
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
瓦
器

・
陶
磁
器

・
漆
付
着
土
器

・

墨
書
土
器

・
獣
脚
硯

・
瓦

。
金
環

・
木
製
品

。
木
簡

・
砂
岩
切
石

・
榛
原
石
な

ど
で
あ
る
。

木
簡
は
、
溝
①
か
ら
五
四
点

今
つ
ち
削
暦
一三
ハ
占
一
、
溝
②
か
ら
三
五
九
点

（う
ち
削
婿
三
三
一
占
じ
、
石
組
小
溝
か
ら
二
点
、
計
四

一
五
点

で
つ
ち
削
婿
三
六

七
占
一
出
土
し
た
。
溝
①

。
溝
②
で
は
特
定
の
場
所
に
木
簡
が
集
中
す
る
。
溝

の
す
ぐ
西
に
は
南
北
道
路
が
存
在
す
る
た
め
、
東
側
の
近
い
場
所
か
ら
投
棄
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
一　
第
二
三
次
調
査

本
調
査
は
酒
船
石
遺
跡
範
囲
確
認
調
査
の
一
環
で
、
岡
の
酒
船
石
東
側
の
谷

部
分
に
計
四
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
約
三
〇
〇
ポ
を
発
掘
し
た
。
こ
の

谷
部
の
下
流
に
あ
た
る
飛
蔦
池
東
方
遺
跡
で
は
、
幅
約
六
―
七
ｍ
の
人
工
的
に

掘
削
さ
れ
た
溝
が
み
つ
か
っ
て
お
り

（奈
良
日
立
文
化
財
研
究
所
、　
一
九
九
七
年
）、

さ
ら
に
下
流
に
あ
た
る
飛
鳥
東
垣
内
遺
跡
で
も
、
七
世
紀
中
頃
に
遡
る
幅
約

一

〇
ｍ
の
大
溝
が
検
出
さ
れ
て
い
る

（明
日
香
村
教
育
委
員
会
、　
一
九
九
八
年
）。
こ

れ
ら
は

『日
本
書
紀
』
斉
明
二
年

盆
ハ
五
工◆

条
に
記
さ
れ
る

「狂
心
渠
」
の

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
調
査
の
目
的
の
一
つ
は
、
そ
の
上
流

部
分
の
検
出
で
あ
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
各
調
査
区
で
自
然
流
路
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
酒
船
石
の
あ

る
丘
陵
東
側
の
裾
部
分
に
あ
た
る
三
区
の
地
表
下
約
三
ｍ
か
ら
、
多
量
の
木
暦

と
と
も
に

一
点
が
出
土
し
た
。
周
囲
の
状
況
よ
り
、
木
簡
は
谷
の
上
流
か
ら
流

れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
以
外
の
出
土
遺
物
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

・

木
製
品

。
砂
岩
切
石

・
榛
原
石
な
ど
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
溝
の
上
流
部
分
が
人
工
的
に
掘
削
さ
れ
た
溝
で
は
な
く
自
然

流
路
で
あ
っ
た
こ
と
、
流
路
の
増
幅
、
改
修
は
下
流
部
の
み
で
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
調
査
地
東
側
に
あ
た
る
丘
陵
端
部
の
酒
船

石
遺
跡
第
四
次
調
査
で
は
、
七
世
紀
後
半
頃
の
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
て
お
り
、

木
簡
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
九
次
調
査

溝
①

ω
　
。
□
　
　
　
　
　
□

当
月
□
三
日

・
　
［□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
いじ
×
含
じ
×
∽
　
ｏ∞Ｐ

②

　

□
坐
大
夫
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ常

①

　

大
夫
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔



(4)湾
②

〔
刀
ヵ
〕

①
　

口
支
県
主
乙
麻

□

□
刀
支
県

牟
義
君

日
置
　
春

マ

小
山
中

「小
乙
□
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□
当
麻
公
□

〔馬
力
〕

□
甘
五
十
君

〔弥
力
〕

□
□
麻
呂

「十

一
月
十
六
日
葛
人
十
五
」

□
直
若
狭
　
一
一月
　
一二
月
　
四
×

十
三
　
十
三
　
十
×

Ｏ
Φ
〕

］
ｏ
『
×

］
卜
×

∞

　

Ｏ
μ
Ｐ

盆

じ

×

合

じ

×

∞

　

ｏ
∞
岸

〇
〇
ｗ

Ｏ
Ｏ
μ

Ｏ
Φ
ド

Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｏ
Φ
騨

⑮
　
。
□
前
前
白
白

。
　

　

日
□

⑩

　

「

『廻
』

評

石
組
小
溝

∽

　

□
大
夫
前
…
□
々
白
□

⑬
　
。
「
＜
三
重
評
青
女
五
十
戸
人
」

〔
弟
力
〕

。
「
＜
六
人
マ
ロ
中
春
五
斗
　
」

Ｇ

じ

×

含

９

×

∞
　

ｏ
鐵

〇
〇
〕

（
枷
ω
＋
∽
⇔
）
×
∞
枷
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
卜
Ｐ
×

］
い
×

］
　

ｏ
∞
］

＊

①
は
右
辺
は
原
形
を
無
つ
が
、
左
辺
は
文
字
の
中
央
で
ま
っ
す
ぐ
割
れ
て
お

り
、
意
図
的
に
縦
に
割
い
て
廃
棄
処
分
さ
れ
て
い
る
。
上
下
は
折
損
。
習
一

日
」
の
上
の
文
字
は

「十
」
も
し
く
は

「廿
」
で
あ
る
。
②
は

「―
に
坐
し
ま

す
大
夫
に
…
」
と
い
う
内
容
の
文
書
木
簡
に
由
来
す
る
削
暦
。
「大
夫
」
の
次

の
文
字
は

「在
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
ω
ｌ
⑥
は
人
名
を
記
し
た
削
婿
で
あ
る
。

い
の
当
麻
公
氏
は
天
武

一
三
年

全
ハ
八
四
）
に
真
人
姓
を
賜
っ
て
お
り

（『日
本

書
紀
』
同
年
一
〇
月
己
卯
朔
条
）、
本
木
簡
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
な
ろ
う
。

０
は
、
上
下
は
キ
リ
オ
リ
、
左
右
は
削
り
調
整
の
完
形
木
簡
で
あ
る
。
長
方

形
で
は
な
く
、
右
辺
が
左
辺
に
対
し
て
若
干
短
い
。
文
字
は
木
簡
の
上
半
に
六

朝
風
の
関
連
な
書
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「十
六
日
」
と
い
う
日
付
、
「十
五
」
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と
い
う
数
字
か
ら
、
「葛
人
」
の
十

一
月
前
半
の
上
日
数
を
記
し
た
可
能
性
が

高
い
。
下
半
部
が
若
千
薄
く
手
で
持
ち
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
上
日
を

上
申
す
る
際
の
儀
式
で
の
使
用
が
想
定
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

０
は
上
端
を
折
損
す
る
が
、
「□
直
若
狭
」
は
人
名
と
み
て
差
し
支
え
な
か

ろ
う
。
月
の
左
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
上
日
数
の
可
能
性
が
あ
る
。
長

屋
王
家
木
簡
に
も
同
様
の
事
例
が
あ
り

（『平
城
京
木
簡
』
二
、
二
〇
八
四
号
）、

や
は
り
二
月
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
季
禄

。
考
課
と
の
関
係
が

考
え
ら
れ
る
。
浄
御
原
令
制
下
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
宝
令
以
後
の
段

階
で
は
、
前
年
人
月

一
日
か
ら
当
年
七
月
三
〇
日
ま
で
を
考
課
の
一
年
度
と
し

た
上
で
、
人
月
か
ら
正
月
ま
で
の
上
日
が

一
二
〇
日
以
上
あ
れ
ば
春
夏
禄
を
、

二
月
か
ら
七
月
ま
で
の
上
日
が

一
二
〇
日
以
上
あ
れ
ば
秋
冬
禄
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
下
端
は
廃
棄
の
際
の
二
次
的
切
断
を
被

っ
て
い
る
が
、
本

来
的
に
は
二
月
か
ら
七
月
ま
で
の
半
年
分
の
記
載
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
右
辺
は
割
れ
て
い
る
が
、
欠
損
は
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
木
簡

の
割
付
方
法
な
ど
か
ら
み
て
、
短
冊
形
の
板
材
右
行
に
官
人
の
名
前
と
二
月
以

下
の
月
名
を
書
い
た
上
で
、
各
月
の
上
日
に
関
わ
る
資
料
な
ど
を
参
照
し
な
が

ら
、
左
行
に
上
日
数
を
記
し
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
右
行
と
左
行

は
同
筆
で
あ
る
。
こ
の
種
の
木
簡
は
官
人

一
人
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
つゝ
。

０
ｌ
⑫
は
人
名
を
記
し
た
削
届
で
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。

Ｏ
⑩
の
刀
支
県
主
は
初
出
で
あ
る
。
ω
の

「牟
義
」
は
、
「身
毛
津
」
「牟
宜

都
」
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
美
濃
国
出
身
の
氏
族
名
で
あ
る
。
こ

の
種
の
削
后
は
、
⑫
の
よ
う
な
複
数
の
人
名
が
書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
歴
名
簡
に
由
来
す
る
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
⑭
は
冠
位
の
書
か
れ
た
削
婿
。
⑬
の

「小
山
中
」
は
天
智
三
年

全
ハ
六

四
）
か
ら
天
武

一
四
年

全
ハ
八
五
）
ま
で
使
わ
れ
た
冠
位
。
⑭
の
上
端
は
原
形

を
保
つ
。
三
文
字
目
は
残
画
か
ら

「上
」
も
し
く
は

「下
」
で
あ
り
、
「中
」

と
は
な
ら
な
い
。
「小
山
上
」
「小
山
下
」
は
大
化
五
年

全
ハ
四
九
）
に
制
定
さ

れ
た
冠
位
で
天
武

一
四
年
ま
で
使
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
溝
②
の
年
代
を
考
え
る

上
で
重
要
で
あ
り
、
⑭
の
習
書

「評
」
も
こ
の
年
代
観
に
矛
盾
し
な
い
。

⑮
は
四
周
い
ず
れ
も
原
形
を
と
ど
め
な
い
が
、
残
画
と
内
容
か
ら

「前
白
」

形
式
の
文
書
の
習
書
木
簡
と
み
て
間
違
い
な
い
。

⑫
の
二
片
は
直
接
接
続
し
な
い
が
、
形
状

・
書
体
な
ど
か
ら
、
同

一
簡
と
判

断
し
た
。
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
前
白
木
簡
で
あ
る
。
二
片
と
も
に
上
下
は
二
次
的

に
切
断
さ
れ
て
お
り
、
廃
棄
処
分
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
は
完
形
の
荷
札
木
簡
。
今
回
の
調
査
区
内
で
は
唯

一
出
土
し
た
荷
札
で
あ

る
。
左
右
は
削

っ
て
い
る
が
、
上
下
は
キ
リ
オ
リ
の
ま
ま
。
サ
ト
の
表
記
は
、

大
き
な
傾
向
と
し
て
天
武

一
〇
年

盆
ハ
八
こ

以
前
は

「五
十
戸
」
、
天
武

一
二

年
以
後
は

「里
」
に
変
化
す
る

（『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
Ｏ
Ｑ
誕
）。
従

っ

て
、
⑬
も
恐
ら
く
は
天
武

一
〇
年
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
冨
一重
評
青

女
五
十
戸
」
は
後
の
伊
勢
国
三
重
郡
条
女
郷
。
『続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年

（七

七
三
）
五
月
幸
巳
条
に
は
、
古
風
な
氏
姓
の
表
記
を
改
め
る
太
政
官
判
が
収
録



さ
れ
て
お
り
、
「費
↓
直
」
な
ど
と
と
も
に

「青
衣
↓
条
女
」
と
い
う
例
が
あ

が
っ
て
い
る
。
「青
衣
」
姓
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「青
女
」
と
書

か
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
。
「青
女
」
望
目
衣
」
と
書
い

て

「
ウ
ネ
メ
」
と
訓
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

今
回
出
土
し
た
木
簡
の
特
徴
と
し
て
、
文
書
木
簡
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ

る
削
婿
や
小
断
片
が
多
数
出
土
し
て
い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。
遺
跡
の
近
辺
で
、

木
簡
を
再
利
用
の
た
め
に
削

っ
た
り
、
廃
棄
の
た
め
に
割
裁

・
切
断
し
た
り
す

る
な
ど
、
木
簡
を
使

っ
た
事
務
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
。
酒
船
石
遺
跡
第

一
〇

。
一
人
次
調
査
で
は
、
石
組
溝
の
東
側
で
掘
立
柱
の

建
物
や
塀
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
地
域
に
は
官
行
域
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
文
書
木
簡
の
大
量
出
土
は
こ
の
点
で
注
目
に
値
す
る
。

一
一　
第
二
三
次
調
査

ω
　
・
「
＜
　
皮
伎
麻
五
戸
布
　
＜
」

〔麻
力
〕

「
＜

『皮
伎
□
五
戸
布
』
＜
」

Ｐ
∞
Ｐ
×

］
ｏ
×

ω
　

ｏ
∞
Ｐ

四
周
に
削
り
調
整
を
施
す
。
上
端
の
切
り
込
み
の
右
上
部
に
欠
損
が
あ
る
が
、

ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
上
下
と
も
に
圭
頭
状
を
呈
す
る
。
形
状
の
類
似
し
た
木
簡

と
し
て
は
、
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
の

「陽
沐
戸
海
マ
佐
流
／
調
」
と
書
か
れ
た
荷

札
木
簡
が
あ
げ
ら
れ
る

（本
誌
第
二
一
号
）。
表
裏
で
字
体
が
異
な
り
、
異
筆
と

判
断
で
き
る
。
「皮
伎
麻
」
令
ハ
キ
マ
」
と
訓
む
か
）
は
地
名
で
あ
ろ
う
が
、
比

定
地
は
不
明
で
あ
る
。
「
五
戸
」
か
ら
の
貢
進
荷
札
は
春
米
に
関
す
る
も
の
が

多
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る

（東
野
治
之

『日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、　
一
九

△
一一年
）。
近
年
で
は
二
条
大
路
木
簡
の
若
狭
国
遠
敷
郡
青
郷
か
ら
貢
進
さ
れ

た
贄
の
例
な
ど
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
布
と
な
っ
て
お
り
珍
ら
し
い
。
布

を
責
進
す
る
際
に
は
、
布
そ
の
も
の
の
両
端
に
貢
進
主
体
な
ど
を
墨
書
す
る
の

が
通
常
で
あ
る
が

（賦
役
令
調
皆
随
近
条
）、
荷
札
を
作
成
す
る
場
合
も
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
木
簡
の
時
期
は
、
形
状

・
書
風

・
表
記
方
法
な
ど
の
点
か
ら

み
て
、
七
世
紀
の
可
能
性
が
高
い
。

９
　
関
係
文
献

明
日
香
村
教
育
委
員
会

『明
日
呑
村
遺
跡
調
査
槻
報
　
平
成

一
四
年
度
』

（二
〇
〇
四
年
刊
行
予
定
）

（１
１
７
・
９
　
西
光
慎
治
、
８
　
市
　
大
樹

（奈
良
文
化
財
研
究
所
し




